
北九州市立大学・大学院マネジメント研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２７１０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

コーポレートファイナンスの視点によるアメーバ経営の研究

Research on amoeba management from corporate finance perspective

７０４０５５４６研究者番号：

武田　寛（TAKEDA, Hiroshi）

研究期間：

１５Ｋ０３６１０

年 月 日現在  元   ６ １２

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、これまであまり研究されていないコーポレートファイナンスの視点から、
すなわち、資金調達と資本構成、 投資行動、ペイアウト（配当と自社株買い）などのテーマについてアメーバ
経営を研究した。この結果、アメーバ経営の資金調達の中には代表的なコーポレートファイナンス理論ではうま
く説明できない事例があることや、アメーバ経営の意思決定の前提に経営思想があるという新たな知見を得るこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：This study investigates amoeba management from corporate finance 
perspective, that is, corporate financing and capital structure, investment, payout (dividend and 
share repurchase), which has not been much done yet.  As a result, it illustrates that some 
corporate financing practices in amoeba management cannot be explained by corporate finance theories
 and that management thought in amoeba management can be interpreted as the variation of Japanese 
management thought.

研究分野：経営財務
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義は、第一に、これまであまり研究されていないコーポレートファイナンスの視点から、
アメーバ経営を研究し、新たな知見を得たことである。第二に、アメーバ経営を、経営思想や、東洋と西洋の経
営観の融合という新しい観点から研究したことである。また研究成果の社会的意義は、欧米流の株主価値最大化
の経営の限界が指摘される中、そのアンチテーゼともいえる日本の成功事例を紹介したことである。










